
脅威が多様化する中、
軍事力も役割が変化・多様化している。
わが国の平和と安全を守るために、
国際的な安全保障の安定化のために、
日夜、積極的に取り組み続ける。
国民からの理解と協力を得ながら、
防衛庁・自衛隊の進むべき方向を見定めながら　　　。
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１ 世界に拡散するテロとの闘いと大量破壊兵器の脅威
　アフガニスタン国内においては、依然として米軍を中心としてアル・カイダなどの残党の追跡・
掃討などが行われ、また、アフリカや東南アジアなどでのテロ攻撃など、国際テロ組織は、なお
世界各地にその網をはりめぐらせ、テロ攻撃が拡散する危険性は減じていない。
　また、大量破壊兵器などの移転・拡散は、冷戦後の大きな脅威の一つとして認識されており、特
に、テロリストなどの非国家主体が大量破壊兵器などを取得、使用する懸念も高まっている。

２ 米国の新たな国防政策
　米国の国家安全保障戦略では、テロリストによる攻撃と大量破壊
兵器の拡散を最大の脅威ととらえている。
　このような認識の中で、国防を全うするには軍の改革が必要であ
るとして、C4 I SR、軍の統合、緊急展開能力、長距離での戦力投射
能力、ステルス能力、精密誘導兵器、地中貫徹爆弾、無人機、ミサ
イル防衛、NBC対処、テロ対処などを重視している。

インドネシア・バリ島におけるテロ事件〔AFP=時事〕 イエメンへの輸出のためスカッド・ミサイルを運搬中の北朝鮮貨物船〔ロイター=共同〕

イラクにおける米軍などの作戦行動〔U.S.Army〕

米国の無人機〔U.S.Army〕

写真で見る 平成15年版 写真で見る
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